
 
 



 



 

 

 

彼
ら
が
自
ら
の
経
営
と
支
配
を
維
持
す
る
た
め

に
武
力
を
蓄
え
た
こ
と
が
武
士
の
起
源
の
一
つ

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
久
保
山
周
辺
は
、
児
玉
郡
、
加
美
郡
、
那

珂
郡
、
榛
沢
郡
と
行
政
区
分
が
細
か
く
分
か
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
か
の
ご

と
く
、
こ
の
地
域
に
は
、
伝
説
的
人
物
の
小
野

篁  

を
祖
と
す
る
猪
俣
・
横
山
党
、
武
蔵
介
有
道

維
能
を
祖
と
す
る
児
玉
党
、
武
蔵
守
丹
治
広
足

を
祖
と
す
る
丹
党
と
い
っ
た
、
中
小
武
士
団
の

ゆ
る
や
か
な
連
合
体
「
党
」
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
本
庄
市
周
辺
だ
け
で
も
、
児
玉
、
蛭
川
、

今
井
、
四
方
田
（
現「
し
ほ
う
で
ん
」）、
富
田
、

本
庄
、
阿
佐
美（
以
上
児
玉
党
）、 

岡
部
、
甘
糟
、

猪
俣
、
人
見
（
以
上
猪
俣
党
）
、
塩
屋
、
勅
使

河
原
、
安
保
、
小
島
、
榛
沢
、
古
郡
（
以
上
丹

党
）
と
い
っ
た
地
名
が
今
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
み
な
平
安
末
期
の
武
士
団
の
名
前
で
も

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
室
町
期
に
は
、
上
記
の
四

党
に
三
党
を
加
え
て
「
武
蔵
七
党
」
と
い
う
総

称
が
与
え
ら
れ
る
に
至
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
小
武
士
団
の
名
が
、
『
平
家
物

語
』
の
中
に
も
散
見
さ
れ
る
の
で
す
。
大
久
保

山
に
最
も
近
く
に
住
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
児

玉
党
の
庄
（
荘
）
氏
で
す
。
学
院
の
す
ぐ
近
く

に
あ
る
宥
勝
寺
に
は
、
荘
小
太
郎
頼
家
の
墓
が

あ
り
ま
す
。『
平
家
物
語
』
巻
九
「
重
衡
生
捕
」

で
は
庄
四
郎
高
家
が
登
場
し
、
一
の
谷
合
戦
で

平
清
盛
五
男
の
重
衡
を
生
け
捕
り
に
し
た
と
描

か
れ
て
い
ま
す
。
本
庄
市
蛭
川
に
は
重
衡
の
首

塚
も
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
巻
九
で
扱

わ
れ
る
一
の
谷
合
戦
を
中
心
に
、
源
氏
軍
の
一

員
と
し
て
児
玉
・
丹
・
横
山
党
が
登
場
し
ま
す
。

な
か
で
も
、
薩
摩
守
平
忠
度
を
家
来
と
二
人
が

か
り
で
討
ち
取
っ
た
岡
部
六
弥
太
（
猪
俣
党
）

を
描
く
「
忠
度
最
期
」
、
平
家
の
武
将
を
だ
ま

し
討
ち
に
し
た
猪
俣
小
平
六
（
猪
俣
党
）
を
描

く
「
越
中
前
司
最
期
」
な
ど
で
は
、
物
語
的
展

開
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
戦
功
を
挙

げ
よ
う
と
命
懸
け
で
戦
っ
た
東
国
武
士
の
姿
が

如
実
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
二
〇
一
二
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
は
『
平
清
盛
』
で
す
。
こ
の
機
に

『
平
家
物
語
』
を
手
に
取
り
、
大
久
保
山
周
辺

に
思
い
を
巡
ら
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

 

 
　

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
の
開
発
は
随
分
と
進
み
、

本
庄
高
等
学
院
の
新
校
舎
も
第
Ⅰ
期
工
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
竣
工
に
向
け
て
い
よ
い
よ
大
詰

め
に
来
た
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
庄

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
大
久
保
山
と
そ
の
周
辺
は

近
年
大
き
く
変
わ
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
大
久

保
山
周
辺
は
昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
々
と

関
わ
っ
て
き
た
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
「
緑

風
」
前
号
掲
載
の
佐
々
木
先
生
に
よ
る
古
墳
等

の
ご
紹
介
を
受
け
、
私
の
専
門
で
あ
る
『
平
家

物
語
』
を
切
り
口
と
し
て
、
大
久
保
山
と
そ
の

周
辺
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
庄
市
を
含
む
武
蔵
国
北
部
は
、
中
世
初
期

に
日
本
で
最
も
多
く
の
中
小
武
士
団
が
割
拠
し

た
地
域
で
す
。
こ
れ
は
武
蔵
国
の
地
形
的
特
色
、

お
よ
び
政
治
・
文
化
的
特
色
が
も
た
ら
し
た
と

い
え
ま
す
。

　

武
蔵
国
は
、
西
の
山
地
か
ら
な
だ
ら
か
な
丘

陵
が
幾
重
に
も
伸
び
、
丘
陵
間
に
多
く
の
河
川

が
流
れ
、
そ
れ
ら
が
東
へ
開
け
た
平
地
へ
つ
な

が
る
と
い
う
地
形
的
特
色
が
あ
り
ま
す
。
山
地

か
ら
平
地
へ
移
る
部
分
を
山
根
地
帯
と
い
い
、

こ
こ
を
拠
点
と
す
る
農
地
経
営
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
広
大
な
関
東
平
野
で
す
が
、
一
千
年

前
の
農
地
は
山
根
地
帯
が
中
心
で
、
平
地
の
大

半
は
農
地
に
適
さ
な
い
湿
地
帯
で
し
た
。
山
根

地
帯
は
利
根
川
や
荒
川
、
多
摩
川
の
支
流
域
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
大
久
保
山
は
西
の
山
地
か

ら
離
れ
て
い
る
の
で
厳
密
に
は
山
根
地
帯
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
類
す
る
土
地
柄
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
武
蔵
国
の
政
治
・
文
化
的
特
色
に
は
、

中
央
貴
族
の
在
地
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
司

と
し
て
赴
任
し
た
中
央
の
中
流
貴
族
が
、
在
地

豪
族
の
女
性
と
の
婚
姻
を
通
じ
て
在
地
化
し
、

多
く
の
土
地
を
開
発
し
て
経
営
地
を
広
め
、
一

般
農
民
の
耕
作
地
も
取
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

や
ま
ね

む
さ
し
の
く
に

か　

み

な

か

た
か
む
ら

は
ん
ざ
わ

い
の
ま
た

む
さ
し
の
す
け
あ
り
み
ち

こ
れ
よ
し

む
さ
し
の
か
み
た
ん
じ
ひ
ろ
た
り

た
ん

ひ
る
が
わ

よ　

も　

だ

と
み
だ

あ　

ざ　

み

あ
ま
か
す

い
の
ま
た

が 

わ
ら

あ 
 
 

ぼ

ふ
る
こ
お
り

お 
 

じ
ま

ひ
と 

み

て　

し

は
ん
ざ
わ

ゆ
う
し
ょ
う
じ

し
げ
ひ
ら
い
け
ど
り

し
ょ
う
の
こ
た
ろ
う
よ
り
い
え

さ
つ
ま
の
か
み
た
だ
の
り

し
ょ
う
の
し
ろ
う
た
か
い
え

ろ
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や 
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ろ
く

え
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ち
ゅ
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ん
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◆陸上競技部

県学校総合体育大会陸上競技の部　北部地区予選

会　4/24～26（熊谷文化スポーツ公園）

男子

100m　7位　河原啓志 （２D）　

800m　５位　守安剛崇 （３A）　　 

1500m　６位　狩野佑介 （２F）７位　守安剛崇（３

A）

5000ｍ　６位　狩野佑介 （２F）８位　石川裕貴（３

B）

400mH　２位　松久保　大智 （１B） ４位　神谷

衛（３G）

3000ｍ障害　８位　的場寛人 （２F）

4X100mR　７位　早大本庄　足立智紀 （３D） 河

原啓志（２D）小前健人（２D）小林綜太郎（２E）

4X400mR　３位　早大本庄　神谷衛 （３G）河原

啓志（２D）関宏太（２E）藤原航大（３F）

槍投げ　６位　田中佳吾 （３G）　

八種競技　優勝　加藤誠也 （３B）　大会新記録

総合６位　早大本庄

女子

100m　４位　田島春瑠乃 （３D）８位　山下結衣（３

C）

800ｍ　２位　宮島瑞生 （３G）

1500m　５位　宮島瑞生 （３G）７位　玉手萌衣（３

H）

3000m　７位　玉手萌衣 （２H）８位　江幡咲希（３

A）

400mH　７位　田中花梨 （３H）

4X100mR　４位　早大本庄　山下結衣 （３B）田

島春瑠乃（３C）伊達美希（３A）鈴木瑠梨（３B）

4X400mR　５位　早大本庄　田中花梨 （３H）田

島春瑠乃（２D）森はるか（３D）高原歩希（２H）

走り高跳び　２位　森はるか （３D）

走り幅跳び　３位　上野真琴 （１A）

槍投げ　２位　小栗円香 （２E）

七種競技　２位　加藤友子 （２H）

総合５位　早大本庄

◆ラグビー部

新人戦県北大会

１回戦 12/20 （日） 早大本庄　55－0　合同

準々決勝 12/25 （金） 正智深谷　31－7　早大本庄

３位決定戦 1/6 （水） 早大本庄　31－19　松山

新人県大会

１回戦 1/11 （月） 深谷85－0　早大本庄

　関東大会県予選

１回戦 4/17 （日） 早大本庄　36－14　所沢北

２回戦 4/23 （土） 正智深谷　24－12　早大本庄

◇主将田所賢汰君はじめ、 今季のチームの３年生は、

入学した時から徹底的に「食事トレ」を行った初

めての代です。さらに昨冬からは筋トレの時間を

大幅に増やし、とにかく強い体を作ることに専念

してきました。その甲斐あってか最近ではFWの

強いチームにも十分に対応できるようになって

きました。関東大会予選では強豪正智に後半に逆

転負けを喫してしまいましたが、結果は謙虚に受

けとめ、秋の全国大会予選での優勝目指して頑張

りたいと思います。１年生諸君、ラグビーは本当

に素晴らしいスポーツです!!ラグビー部はいつで

も入部OKですので、少しでも興味のある人は是

非グランドへ見学に来て下さい!!

◆バスケットボール部

男子

平成28年度埼玉県北部支部選手権大会

1回戦 （4/29　熊谷工業高校）

早大本庄 116-51  児玉白楊

　　（31-15,33-12,32-15,20-9）  　

2回戦 （4/30　熊谷高校）　

早大本庄 97-66 深谷第一

　　（27-16,23-14,24-18,23-18）

県代表決定戦 （5/2　熊谷市民体育館）

早大本庄 63 ‐ 73 熊谷

　　（19-21,17-14,13-22,14-16）

惜しくも県大会出場を逃しましたが、 第一シード

の熊谷高校と接戦をすることができました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 


